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子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

市川市

　

四
街
道
少
年
少
女
合
唱
団

の
第
17
回
定
期
演
奏
会
が
16

日
、
四
街
道
市
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
る
。
第
一
部
が

合
唱
、
第
二
部
が
子
ど
も
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
で
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

の
魔
笛
か
ら
「
ふ
し
ぎ
な
魔

法
の
笛
」
を
上
演
。
同
団
は

92
年
創
立
、
現
在
４
歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
子
供
た
ち
約
40

名
が
定
演
に
向
け
て
猛
練
習

　
「
美
術
を
見
る
の
は
好
き

だ
が
、
他
の
人
に
は
ど
ん
な

風
に
見
え
て
い
る
の
か
ー
ー
」。

　

美
術
作
品
を
見
て
も
意
図

が
わ
か
ら
ず
、
解
説
を
熟
読

し
て
、
作
者
や
そ
の
歴
史
背

景
に
思
い
を
馳
せ
て
も
、
ど

う
し
て
も
美
し
さ
な
ど
を
感

じ
取
れ
ず
、
心
折
れ
る
こ
と

が
あ
る
。

　

自
分
の
見
方
、感
じ
方
や

考
え
方
を
そ
の
作
品
を
前
に

し
て
他
の
人
と
話
し
合
い
、

見
方
や
価
値
意
識
を
共
有
し

た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
ん
な
思
い
に
ぴ
っ

た
り
応
え
る
企
画
が
佐
倉
市

立
美
術
館
で
開
か
れ
て
い
る
、

対
話
に
よ
る
美
術
鑑
賞
会「
ミ

テ
・
ハ
ナ
ソ
ウ
・
カ
イ
」
だ
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
一
緒

に
「
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
、　

ど
う
し
て
だ
ろ
う
」
と
参
加

者
に
考
え
る
機
会
を
促
し
、

作
品
の
前
で
意
見
や
感
想
を

述
べ
合
う
こ
と
で
、
自
分
の

目
で
作
品
を
味
わ
い
、
楽
し

む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

る
対
話
型
鑑
賞
会
で
小
学
生

以
上
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き

を
重
ね
て
い
る
。

　

今
回
は
演
出
の
沖
藍
子
さ

ん
（
33
）
ら
の
独
唱
も
あ
る
。

沖
さ
ん
自
身
も
卒
団
生
で
東

京
音
大
か
ら
英
国
王
立
音
楽

大
学
大
学
院
を
経
て
二
期
会
、

東
京
オ
ペ
ラ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
中
だ
。

　

前
回
ま
で
、
中
心
的
な
指

導
者
だ
っ
た
沖
雅
子
さ
ん

（
66
）
は
「
現
役
プ
ロ
の
指
導

が
団
員
の

レ
ベ
ル
の

高
い
表
現

を
可
能
に

し
て
い
る
」

と
語
る
。

歌
、
芝
居
、

ダ
ン
ス
と

子
ど
も
た

ち
が
全
身

で
演
じ
、

そ
の
姿
に

感
動
し
て

入
団
す
る

子
ど
も
も

多
い
。　

　

大
役
で
あ
る
パ
ミ
ー
ナ
姫

を
演
じ
る
藤
井
彩
さ
ん
は
小

２
か
ら
参
加
、
ふ
し
ぎ
な
魔

法
の
笛
に
は
今
回
で
３
回
目

の
出
演
。「
い
ず
れ
は
大
役
を

と
思
っ
て
い
た
。
最
後
な
の
で

一
生
懸
命
練
習
し
て
最
高
の

舞
台
に
し
た
い
」
と
語
っ
て

く
れ
た
。

　
「
学
校
教
育
で
は
補
え
な
い

人
間
と
し
て
生
き
る
力
を
育

む
こ
の
合
唱
団
は
四
街
道
の

大
事
な
宝
物
」
と
雅
子
さ
ん
。

「
見
て
下
さ
る
方
を
元
気
に
し

た
い
。
子
供
た
ち
自
身
に
も

楽
し
ん
で
演
じ
て
欲
し
い
」

と
藍
子
さ
ん
。

　

13
時
30
分
開
場
、
14
時
開

演
。▽
入
場
料
＝
前
売
り
８

０
０
円
、
前
売
り
ペ
ア
１
４

０
０
円
、
当
日
券
９
０
０
円
。

全
席
自
由
、
３
歳
以
下
無
料
。

▽
Ｊ
Ｒ
四
街
道
駅
北
口
下
車

徒
歩
15
分
。▽
問
い
合
わ
せ

☎
０
８
０
〜
３
１
７
６
〜
８

５
４
４
（
榊
原
さ
ん
）。

●
ペ
ア
招
待
券
３
組
プ
レ
ゼ

ン
ト
＝「
ふ
れ
あ
い
毎
日
」Ｆ

Ａ
Ｘ
04
〜
７
１
３
９
〜
１

７
１
１
、
ま
た
は
Ｈ
Ｐ『
ふ

れ
あ
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
』
へ
住

所
氏
名
を
明
記
し
て
申
し
込

む
。
応
募
締
め
切
り
は
９
日
。

る
。

　

観
察
力
、想
像
力
、注
意
力
、

言
語
表
現
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
、
一
人

で
鑑
賞
す
る
よ
り
他
者
の
意

見
を
聞
き
、
自
分
の
感
想
を

述
べ
る
こ
と
で
、
作
品
の
新

た
な
面
が
見
え
て
き
て
、
鑑

賞
が
さ
ら
に
楽
し
く
な
る
と

い
う
も
の
。

■「
ミ
テ
・
ハ
ナ
ソ
ウ
・
カ
イ
」

　

＝
３
月
８
、15
、22
日（
土
）

11
時
〜
12
時
。
申
し
込
み
不

要
（
要
観
覧
券
、
先
着
各
日

10
名
）。６
カ
月
〜
未
就
学
児
、

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

（
申
し
込
み
は
１
週
間
前
迄
）。

■
講
演
会
「
鑑
賞
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー
が
つ
く
る
美
術
体

験 ―

新
し
い
価
値
が
生
ま
れ

る
時―

」＝
９
日
（
日
）
14

時
〜
15
時
30
分
。
東
京
都
美

術
館
学
芸
員
稲
庭
彩
和
子
氏
。

申
し
込
み
不
要
（
先
着
99
名
）。

▼「
佐
倉
市
立
美
術
館
」
月

曜
日
休
館
、10
時
〜
18
時（
入

館
は
17:

30
ま
で
）。☎
０
４
３

〜
４
８
５
〜
７
８
５
１
。　

http://www.city.sakura.l
g.jp/sakura/museum/

日報連 Gallery（ギャラリー）日報連 Gallery（ギャラリー）

武井和子さん（柏市）

四
街
道
少
年
少
女
合
唱
団 

定
期
演
奏
会

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

16
日
　
四
街
道
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　

僧
侶
の
執
り
行
う
読
経
や

作
法
と
い
う
の
は
、
遺
体
の

す
ぐ
そ
ば
に
い
る
で
あ
ろ
う

「
本
人
」
に
対
し
て
「
あ
な

た
は
、
亡
く
な
っ
た
の
で
す

よ
」
と
、
繰
り
返
し
繰
り
返

し
教
え
る
こ
と
な
の
で
す
。

　

そ
う
い
う
全
体
の
様
子
を

見
て
「
本
人
」
は
、

ー
ー
あ
あ
、
自
分
は
死
ん
だ

の
か
も
し
れ
な
い
。

ー
ー
ど
う
も
死
ん
だ
よ
う
だ
。

そ
う
か
、
死
ん
だ
の
だ
。

　

と
次
第
に
悟
っ
て
い
く
わ
け

で
す
。

　

そ
し
て
、
身
体
が
あ
れ
ば

こ
そ
で
き
た
諸
々
の
こ
と
、
あ

あ
し
た
い
こ
う
し
た
い
と
い
う

物
事
が
、
も
う
で
き
な
い
の
だ

と
気
づ
い
て
い
く
の
で
す
。
い

わ
ゆ
る
俗
世
の
未
練
が
絶
ち

き
れ
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
し

て
、
成
仏
へ
と
進
ん
で
い
く
わ

け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
故
人
に
自

分
の
死
を
悟
ら
せ
、
俗
世
の

葬
儀
の
本
質
は
、「
本
人
」に

死
ん
だ
こ
と
を
悟
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る

未
練
を
絶
ち
き
ら
せ
て
い
く

の
が
通
夜
で
あ
り
、
葬
儀
の

■
大
島
祥
明
著
『
死
ん
だ
ら

お
し
ま
い
、
で
は
な
か
っ
た
』

よ
り
引
用
。

▽
問
い
合
わ
せ
☎
03
〜
３
２

３
９
〜
６
２
２
１
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ

研
究
所 

書
籍
第
一
部
）

■
１
９
４
４
年
大
阪
市
生
ま

れ
。
仏
教
大
学
・
同
大
学
院

修
了
（
文
修
）、
浄
土
宗
僧
正
。

87
年
12
月
、
船
橋
市
上
山
町

に
大
念
寺
開
山
。
08
年
５
月
、

同
市
馬
込
町
に
新
寺
移
転
。

死
ん
で
、
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

殺
し
て
、
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

死
ん
で
も
、
心
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

悔
い
な
く
、
未
練
な
く
、
恨
み
な
く
、

恨
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
、
生
き
る
こ
と
。

死
ん
で
も
、
心
は
い
ま
の
ま
ま
。

だ
か
ら
、
こ
の
「
い
ま
」
が
大
切
な
の
で
す
。

本
質
的
な
意
義
な
の
で
す
。

浄
土
宗  

天
上
山  

大
念
寺

住
職  

大
島 

祥
明

馬込斎場
前
馬込斎場
前

大念寺・和みの郷霊園
これからのお寺　これからの霊園

̶馬込斎場北隣り̶
☎０４７～４３９～６５４７

〒273-0851　船橋市馬込町1120

浄土宗
天上山

東武野田線「馬込沢駅」から徒歩12・3分
バス停「馬込斎場入口」すぐ

好評受付中！ 永代祠堂料 御一人10万円『永代合祠墓』

リ
ー
ベ
・
フ
ラ
ウ

大念寺 船橋市馬込町1120
電話047(439)6547会場

念
々
寄
席
第
274
回

３
月
20
日
　

木
　

午
後
６
時
よ
り
８
時
頃

今月の出演

木
戸
銭

３
０
０
円

古
今
亭 

菊
之
丞

春
風
亭 

正
太
郎

４月 ６日（日）
=毎月第一日曜日＝

写経 会 第311回 法話会第162回

（　）

午前9時～10時

大念寺の月例催し大念寺の月例催し

午前10時１５分～
　　　１1時30分

会費５００円

会費無料

心を込めて「般若心経」を毛
筆で写経。最初から上手な人
はいません。積み重ね、続ける
ことが大切。用具不要、納経致
します。お気軽にどうぞ

住職を囲んで法
話と仏事の相談

女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル  

リ
ー
ベ
・
フ
ラ
ウ

■
西
船
橋
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
15
周
年
記
念
公
演

「
新
・
魔
女
バ
ン
バ
」

　

21
日
（
金
）
虹
組
13
時
〜
、

宙
組
17
時
〜
。
船
橋
市
民
文

化
ホ
ー
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
１
５

０
０
円
。
地
域
の
小
中
高
校

生
ら
28
人
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
。「
魔
女
が
子
ど
も
た

ち
を
捕
え
、
人
間
を
支
配
し

よ
う
と
も
く
ろ
み
ま
す
ー
ー
。

人
の
心
の
闇
に
住
み
着
く
恐

ろ
し
い
魔
女
の
手
か
ら
皆
を

救
っ
た
の
は･･･

」
心
豊
か

な
明
る
い
笑
顔
が
世
界
中
に

広
が
る
よ
う
願
い
が
込
め
ら

れ
た
作
品
。☎
０
４
７
〜
４

２
３
〜
８
５
０
３
（
石
野

さ
ん
）☎
０
４
７
〜
３
６
０

〜
６
５
０
０
（
宮
下
さ
ん
）。

●
宙
組
ペ
ア
招
待
券
３
組
プ

レ
ゼ
ン
ト
＝「
ふ
れ
あ
い
毎

日
」Ｆ
Ａ
Ｘ
04
〜
７
１
３
９

〜
１
７
１
１
、
ま
た
は
Ｈ

Ｐ『
ふ
れ
あ
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
』

へ
住
所
氏
名
を
明
記
し
て
申

し
込
む
。
締
め
切
り
は
９
日
。

■
フ
ラ
ン
ス
人
形
劇
　
カ
ン

パ
ニ
ー
・
ア
公
演
「
み
に
く

い
ア
ヒ
ル
の
子
」

　

13
日
（
木
）
18
時
開
演
。

船
橋
市
宮
本
公
民
館
み
や

も
と
三
百
人
劇
場
。
チ
ケ
ッ

ト
前
売
り
２
５
０
０
円
、
９

歳
以
上
18
歳
以
下
１
５
０

０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
し
）。

異
質
の
孤
立
し
た
子
ど
も
の

姿
を
表
現
す
る
従
来
の
あ
ら

す
じ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
間

の
本
質
を
問
う
作
品
。
フ
ラ

ン
ス
で
絶
賛
、
海
外
の
人
形

劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
チ
ケ

ッ
ト
が
す
ぐ
に
完
売
に
な
る
話

題
作
。
９
歳
以
上
〜
大
人
に

も
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
作
品
で

愛
に
満
っ
た
声
な
き
声
が
舞

台
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
劇

団
の
希
望
で
定
員
１
５
０
名
。

☎
０
４
７
〜
４
２
４
〜
９
８

４
０
「
船
橋
で
世
界
の
人
形

劇
を
観
る
会
」

ち
ば
な
う
！
伝
言
板

伝
言
板

ち
ば
な
う
！

　

毎
年
数
千
人
の
来
場
者
で

好
評
の
市
川
市｢

じ
ゅ
ん
さ
い

池
緑
地
梅
ま
つ
り｣

が
、
今

年
も
９
日
（
日
）
９
時
30
分

〜
14
時
に
開
催
さ
れ
る
。
じ

ゅ
ん
さ
い
池
緑
地
は
、
国
府

台
地
区
と
中
国
分
地
区
の
台

地
の
境
に
位
置
し
、
豊
富
な

水
量
の
池
の
ま
わ
り
を
木
々

が
囲
む
美
し
い
公
園
で
、
市

民
に
四
季
を
通
じ
て
親
し
ま

れ
て
い
る
。
中
で
も
梅
林
は

市
内
随
一
で
、
約
１
３
０
本

の
紅
白
の
梅
が
甘
い
香
り
を

漂
わ
せ
る
。
地
元
自
治
会
が

中
心
と
な
り
今
年
で
33
回
目

の
開
催
。

　

当
日
は
市
川
市
消
防
局
音

楽
隊
に
よ
る
演
奏
、
勇
ま
し

い
「
悠
竹
太
鼓
」
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
や
演
芸
が
開
催
さ

れ
る
ほ
か
、
梅
の
木
の
下
で

は
華
や
か
な
和
服
姿
の
私
立

国
府
台
女
子
学
院
茶
道
部
生

徒
ら
に
よ
る
野
点
の
席
も
設

け
ら
れ
、
早
春
の
香
り
に
包

ま
れ
て
優
雅
な
気
分
を
味
わ

う
こ
と
が
出
来
る
。（
呈
茶

券
３
０
０
円
）。

　

ま
た
、
バ
ザ
ー
・
模
擬
店

会
場
で
は
地
元
市
民
手
作
り

の
焼
き
そ
ば
や
甘
酒
が
お
す

す
め
。
福
祉
の
店
の
ク
ッ
キ

ー
や
婦
人
会
員
手
作
り
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
も
必
見
。
市
川

に
残
る
美
し
い
自
然
を
訪
ね

て
み
て
は
い
か
が
か
。

▼「
じ
ゅ
ん
さ
い
池
緑
地
公

園
」
ア
ク
セ
ス
＝
Ｊ
Ｒ
総
武

線
市
川
駅
よ
り
京
成
バ
ス

「
じ
ゅ
ん
さ
い
池
前
」
下
車
。

ま
た
は
北
総
鉄
道
矢
切
駅
か

ら
徒
歩
10
分
。
市
川
市
中
国

分
４―

27
。▽
問
い
合
わ
せ

☎
０
４
７
〜
３
７
３
〜
５
７

１
１

（
じ
ゅ
ん
さ
い
池
緑
地
梅
ま
つ

り
実
行
委
員
会
）

Photo ： Jef  Rabillon

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

響
け
！ 

清
ら
か
な
歌
声

対話による美術鑑賞プロジェクト　　　　佐倉市立美術館

「ミテ・ハナソウ・カイ」
22日までの土曜開催　国立美術館巡回展関連企画

じゅんさい池緑地で梅まつり梅まつり梅まつり梅まつり
綿あめサービスもあるよ９日（雨天中止）

●「
昭
和
も
の
が
た
り
」「
お
い

し
い
お
皿
」
は
１
回
休
載
で
す
。


